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新
青
年
部
長
よ
り
ご
挨
拶

今
年
度
か
ら
清
瀬
久
留
米
支

部
の
青
年
部
部
長
に
な
り
ま
し

た
。
青
年
部
で
は
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
交
流
を
メ
イ
ン
に

活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

青
年
部
長　

佐
藤
峻
史　

支
部
執
行
委
員
長

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

副
委
員
長

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
・
大
工
）

書
記
長

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

書
記
次
長

砂
川　

恵　

  （
書
記
）

本
島　

厚
司
（
書
記
）

高
倉　

一
歩
（
書
記
）

常
任
執
行
委
員

望
月
慎
一
郎
（
元
塩
・
通
信
）

杉
村　

真
理
（
元
塩
・
造
園
）
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右上：知識・情報の共有と仲間作りの協力を呼びかける
前川委員長

右下：本部大会表彰者は関敏郎さん（写真左）笹原康弘
さん（写真右）のお二人です

左：今年は声を出さない
「団結ガンバロー」で大会を締めくくりました

第 53回支部定期大会第 53回支部定期大会
ナレッジでスタートナレッジでスタート

清
瀬
久
留
米
支
部
の
全
組
合

員
の
皆
様
、「
コ
ン
ニ
チ
ワ
」

新
年
度
を
皆
様
と
共
に
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

4
月
4
日
（
日
）
に
、
清

瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
に
お
い
て
各

分
会
代
議
員
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
第
53
回
支
部
定
期
大

会
を
コ
ロ
ナ
禍
に
時
短
進
行
の

も
と
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

私
自
身
、
今
年
度
は
皆
様
の

持
っ
て
い
る
「
知
識
・
情
報
」

を
共
有
す
る
〝
ナ
レ
ッ
ジ
〟
を

強
調
し
、
仲
間
づ
く
り
に
お
け

る
〝
1
月
現
勢
の
＋
1
〟
に
引

き
続
き
協
力
を
お
願
い
す
る
事

の
2
点
を
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

末
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

記
事
を
読
ま
れ
る
頃
に
は
3
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
継
続
し
て
感
染
予
防

対
策
を
し
っ
か
り
講
じ
て
い
た

だ
き
、
常
に
健
康
な
身
体
を
維

持
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま

す
。

執
行
委
員
長　

前
川
達
夫

　
　

2
年
間
の
短
い
期
間
で
し

た
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

新
し
い
役
員
の
方
の
応
援
は
も

と
よ
り
、
南
町
分
会
が
よ
り
一

層
大
き
く
な
る
よ
う
協
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
町
分
会　

橋
爪
保

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
役
員
を

続
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
会
計
監
査
と
し
て

支
部
、
分
会
の
活
動
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
奮
闘
し
ま
す
。

　

南
町
分
会　

綱
島
豊

荒
牧　

孝
好
（
南
町
・
大
工
）

橋
口　

昌
之
（
青
空
・
シ
ー
ル
）

渡
邊　

純
一
（
元
塩
・
塗
装
）

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

工
藤　

重
昭
（
清
里
・
解
体
）

篠
田　

守
俊
（
滝
山
・
土
木
）

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

蛭
間　

健
二
（
北
浅
・
大
工)

高
杉　

文
雄  （
南
町
・
型
枠
）

野
々
村
博
人
（
青
空
・
内
装
）

柳
橋　

直
史
（
滝
山
・
塗
装
）

会
計
監
査

相
澤　

義
則
（
元
塩
・
大
工
）

綱
島　

豊　

  （
南
町
・
大
工
）

執
行
委
員
待
遇

笹
下　

喜
作
（
青
空
・
電
気
）

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

砂
川　

修
治
（
清
里
・
電
気
）

西
部　

力　

  （
滝
山
・
塗
装
）

清
水　

純　

  （
滝
山
・
大
工
）

荒
牧　

幸
好
（
南
町
・
大
工
）

石
塚　

貴
紀
（
青
空
・
防
水
）

長
谷
川
重
之
（
青
空・ガ
ラ
ス
）

佐
藤　

峻
史
（
三
葉
・
塗
装
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子  （
青
空
・
鉄
骨
）

佐
藤　

聖
峻  （
青
空
・
大
工
）

執
行
委
員

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

関　
　

敏
郎
（
松
竹
・
地
盤
）

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

働く仲間働く仲間
今
月
号
か
ら
同
じ

建
設
業
で
働
く
仲
間

の
仕
事
中
の
写
真
を

掲
載
す
る
新
コ
ー
ナ

ー
〝
働
く
仲
間
〟
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
緒
に
働
い
て
い

な
い
と
中
々
見
ら
れ

な
い
周
り
の
仲
間
の

真
剣
な
姿
や
、
楽
し

そ
う
に
働
い
て
い
る

姿
な
ど
、
是
非
皆
さ

ん
も
投
稿
お
願
い
し

ま
す
。
お
写
真
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

2
0
2
1

2
0
2
1
年
度
　
支
部
役
員
紹
介

年
度
　
支
部
役
員
紹
介

新連載新連載

三葉分会　佐藤俊史さん

定
年
に
よ
る

退
任
役
員
か
ら
一
言
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一時支援金について一時支援金について

今
年
も
始
ま
り
ま
し
た

今
年
も
始
ま
り
ま
し
た

草
野
球

草
野
球

4
月
18
日
（
日
）
に
滝

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
初
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
先
発
の

荒
牧
（
幸
）
さ
ん
は
、
前

日
の
雨
も
あ
り
、
調
子
が

悪
く
3
点
の
先
制
を
許
し

ま
し
た
が
、
そ
の
裏
、
山

口
君
が
先
頭
で
い
き
な
り

3
塁
打
を
放
ち
1
点
を
返

し
ま
し
た
。
2
回
裏
に
も

今
年
1
月
の
緊
急
事
態

宣
言
の
影
響
を
受
け
た
事

業
者
向
け
の
「
一
時
支
援

金
」
と
い
う
制
度
が
新
た

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
2
0
1
9

年
ま
た
は
2
0
2
0
年

の
1
月
か
ら
3
月
と
今
年

の
1
月
～
3
月
の
売
上
を

比
較
し
て
ど
れ
か
の
月
で

自
粛
の
影
響
を
受
け
て
50

％
減
少
し
て
い
る
事
業
者

が
対
象
と
な
り
、
給
付
額

は
法
人
最
高
60
万
円
、
個

人
最
高
30
万
円
で
す
。

申
請
に
は
、
必
要
書
類

を
揃
え
、
Ｈ
Ｐ
で
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
を
登
録
し
た

後
に
、予
約
、来
所
し
「
事

前
確
認
機
関
」
で
審
査
、

承
認
を
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
5
月
31
日
が
申
請
の

締
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。

持
続
化
給
付
金
と
違
い

2
点
を
取
り
同
点
と
し
ま
し
た
。

3
回
は
点
の
取
り
合
い
と

な
り
乱
打
戦
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
山
口
君
は
好
調
で
本

日
は
4
打
数
4
安
打
の
大
活
躍

で
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
出
れ
ば
サ

イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
で
し
た
。
今
試

国
保
組
合
に
ご
家
族
と
し

て
加
入
さ
れ
て
い
る
満
23
～

59
歳
の
男
性
を
対
象
に
、
家

族
保
険
料
に
関
す
る
案
内
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、

①
大
学
院
、
大
学
、
高
校
な

ど
の
学
校
に
在
学
中
の

方
②
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
に
よ

り
労
務
不
能
と
な
っ
て

い
る
方

に
関
し
て
は
、
在
学
証
明
書

や
医
師
証
明
な
ど
の
書
類
を

提
出
す
る
こ
と
で
、
家
族
国

保
料
を
変
更
（
1
1
7
0
0

円
→
4
2
0
0
円
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
支

部
事
務
所
へ
。

成
長
ス
ピ
ー
ド
は
早

い
な
あ
、
と
感
じ
ま

し
た
。

4
月
以
降
、「
と

も
だ
ち
1
0
0
人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

訪
問
行
動
に
あ
わ
せ

て
新
入
学
祝
い
金
の

申
請
書
も
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
申
請
期

限
が
あ
る
の
で
申
請

は
お
早
め
に
！

合
員
訪
問
行
動

を
行
い
ま
し

た
。
1
年
以
上

会
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
覚

え
て
い
る
か
不

安
で
し
た
が
考

え
す
ぎ
だ
っ
た

よ
う
で
一
安

心
。
子
ど
も
の

請
件
数
も
グ
ン
と
伸
び
ま
す
。

今
回
、
新
入
学
祝
い
金
の
図
書

カ
ー
ド
の
お
渡
し
を
兼
ね
た
組

毎
年
3
月
か
ら
4
月
に
か
け

て
は
、
新
入
学
祝
い
金
の
声
掛

け
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
た
め
申

新
入
学
祝
い
金
の

新
入
学
祝
い
金
の

訪
問
行
動
を
行
い
ま
し
た

訪
問
行
動
を
行
い
ま
し
た

先
日
、
仕
事
帰
り
に
「
今
月

の
湧
水
滝
山
の
番
で
す
」
と
、

電
話
が
…
。
当
然
「
断
る
」
と

言
っ
た
の
で
す
が
、「
断
ら
れ

て
も
…
。」
と
言
わ
れ
た
た
め
、

ち
ょ
う
ど
分
会
6
役
の
日
だ
っ

た
の
で
誰
か
に
頼
め
ば
い
い
か

と
仕
方
な
く
引
き
受
け
た
。
分

会
に
行
き
副
分
会
長
に
暫
く
ぶ

り
に
書
い
て
よ
と
頼
む
も
「
も

う
書
く
事
無
い
よ
」
と
断
ら
れ

る
。
だ
よ
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら

分
会
書
記
長
に
ど
ん
な
事
で
も

良
い
か
ら
書
い
て
よ
と
頼
む
も

「
い
や
、遠
慮
し
て
お
き
ま
す
」

と
断
ら
れ
る
。
恐
る
恐
る
常
任

Ｊ
に
振
っ
て
み
る
と
間
髪
入
れ

ず
に
「
そ
ん
な
の
人
に
頼
ま
な

い
で
自
分
で
書
き
な
よ
」
と
怒

ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
読
み
書

き
し
た
く
な
い
か
ら
職
人
に
な

っ
た
の
に
と
…
。
教
育
宣
伝
部

の
人
た
ち
に
は
悪
い
と
思
い
ま

す
が
、
次
回
か
ら
滝
山
分
会
は

『
断
る
』
と
意
見
が
一
致
し
ま

し
た
。

滝
山
分
会　

畑
田
義
次

人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
類
似
の
道

具
を
み
ん
な
使
っ
て

い
ま
す
。
私
は
ド
ラ

三
番
目
は
硝
子
切
り
。

最
近
で
は
現
場
加
工
が
出

来
な
い
硝
子
が
殆
ど
で
す

が
、
重
要
な
道
具
で
す
。

四
番
目
は
ヤ
ッ
ト
コ
で

す
。
硝
子
を
折
る
の
に
使

い
ま
す
。

五
番
目
は
引
掛
け
で

す
。
自
作
の
道
具
で
す
。

私
は
硝
子
工
事
業
を
し
て

い
ま
す
。
硝
子
工
事
の
七
つ

道
具
と
い
え
ば
、

一
番
目
は
吸
盤
で
す
。
硝

子
の
移
動
、
施
工
と
無
く
て

は
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
。

二
番
目
は
ミ
ニ
バ
ー
ル

（
イ
ン
テ
リ
ア
バ
ー
ル
）
押

縁
を
止
め
る
の
に
使
い
ま
す
。

私の七つ道具私の七つ道具

ゼ
ン
ト
も
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
忙
し
い

中
と
は
思
い
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

カ
ト
レ
ア
の
会
に
興
味

が
あ
る
方
は
気
軽
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
ね
。

問
い
合
わ
せ
：
０
４
２

|

４
７
３
|

８
７
５
１　

主
婦
の
会
会
長　

柳
本

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
皆
さ
ま
如
何
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

主
婦
の
会
は
今
年
創

立
50
周
年
を
迎
え
、

「
カ
ト
レ
ア
」
と
い

う
素
晴
ら
し
い
サ
ブ

ネ
ー
ム
も
決
ま
り
、

復
興
支
援
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
主
婦
の
会

カ
ト
レ
ア
を
皆
さ
ん

に
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
配
り
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
方
に

は
さ
さ
や
か
な
プ
レ

主婦の会 ご存知ですか？主婦の会 ご存知ですか？

支
部
事
務
所
で
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
の
申
請
と
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
入
力
や
必
要

書
類
の
確
認
な
ど
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
の
で
申
請
を
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

土
建
国
保
の

家
族
保
険
料
に
つ
い
て

イ
バ
ー
の
先
端
を
針
の
様

に
加
工
し
、
く
の
字
に
折

り
曲
げ
て
い
ま
す
。
使
い

方
は
、
サ
ッ
シ
溝
な
ど
狭

い
所
で
使
い
ま
す
。
又
、

ガ
ス
ケ
ッ
ト
や
シ
ー
ル
の

除
去
等
に
も
使
い
ま
す
。

後
は
一
般
的
な
工
具
で

今
年
も
東
久
留
米
市
軟
式
野

球
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
前

年
度
ま
で
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
リ
ー

グ
戦
に
な
り
ま
し
た
。
幸
先
の

良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と

願
い
ま
す
。

合
は
打
っ
て
投
げ

て
、
声
を
出
し
て
戦

い
ま
し
た
。

終
わ
っ
て
み
れ
ば

10
対
8
の
快
勝
で

す
。
幸
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し

た
。
次
戦
も
好
調
を

維
持
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

野
球
に
興
味
の
あ

る
方
、
一
緒
に
プ
レ

ー
し
ま
せ
ん
か
。
応

援
も
う
れ
し
い
で

す
。
随
時
お
待
ち
し

て
ま
す
。

青
空
分
会　

長
谷
川
重
之

一時支援金ＨＰ事前確認機関検索

https://ichijishienkin.
go.jp/

https://reservation.ichijishienkin.
go.jp/third-organ-search

新連載新連載

新
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
勉
強
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね

す
。
ハ
サ
ミ
、
カ
ッ
タ
ー
、
ド

ラ
イ
バ
ー
等
で
す
。
独
特
な
道

具
が
七
つ
は
無
く
て
も
、
同
業

の
方
で
「
私
は
こ
ん
な
道
具
を

使
っ
て
い
ま
す
。」
な
ど
あ
れ

ば
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
宣
伝
部
長　

長
谷
川
重
之

湧
水
は
書
き
ま
せ
ん


